
  

 

           ソフトウェア保守サービス約款      No.202008 

株式会社ＮＴＴデータＮＪＫ(以下｢ＮＪＫ｣といいます)は、ＮＪＫのソフトウェア・プロダクト(以下｢ソフトウェア｣
といいます)の保守サービスについて、以下の内容に基づき最終利用ユーザ(以下｢お客様｣といいます)にサービスを提供
いたします。お客様は以下の内容に同意し、｢ソフトウェア保守サービス申込書｣(以下｢申込書｣といいます)に必要事項
を記入のうえ、ＮＪＫに提出することによりソフトウェア保守サービス(以下｢保守サービス｣といいます)を受けること
ができます。 

 
第１条(保守サービスの対象製品) 

保守サービスの対象となるソフトウェアは、申込書
の対象ソフトウェアに記載されているＮＪＫの製品
(以下｢対象商品｣といいます)に限られます。 

 
第２条(保守サービス対象期間) 

保守サービスの対象期間は、対象商品の納品日の翌
月１日から１年間とします。但し、両者間で書面によ
る別段の定めがある場合はそれに従うものとします。 

２ 保守サービスの対象期間は、ＮＪＫとお客様との間
で締結された｢プロダクト使用権許諾契約｣が有効に
存続していることを条件として同一内容で自動的に
１年間更新されるものとしその後も同様とします。 

３ ＮＪＫ又はお客様が保守サービスの対象期間満了
日の１ヶ月前までに、本契約の更新をしない旨の通知
を行なった場合はかかる対象期間満了時点で保守サ
ービスは終了するものとします。 

 
第３条(保守サービス料及び支払方法) 

保守サービス料は、ＮＪＫが別途定める所定の料金
とします。 

２ お客様は、初年度の年間保守サービス料金を、保守
サービス開始日までにＮＪＫに支払うものとします。 

３ お客様は、次年度以降の保守サービス料金を更新前
の保守サービス対象期間満了日までにＮＪＫに支払
うものとします。 

４ 第２項及び第３項の内容について、お客様とＮＪＫ
の間で書面による別段の取り決めがある場合には、そ
の内容が優先されるものとします。 

５ お客様が、お客様と取引のある販売店(以下、｢パー
トナー｣といいいます)を経由して保守サービスを申
し込んだ場合、お客様は、パートナー経由でＮＪＫに
保守サービス料金を支払うものとします。 

 
第４条(保守ユーザー登録) 

ＮＪＫは、お客様からの申込書を受領したら速やか
に保守ユーザ登録を行い、お客様が保守サービスを受
けるために必要な保守番号、保守ユーザ専用、E-mail
アドレス等(以下、｢保守サービス番号等｣といいます)
を明記した｢保守ユーザ登録通知書｣をお客様に送付
します。 

２ ＮＪＫは、保守サービス番号等に基づきソフトウェ
アの保守サービスを行い、お客様は保守ユーザ登録通
知書を自己の責任をもって管理するものとします。保
守サービス番号等の不正使用によるお客様その他の
第三者に生ずる損害に関して、ＮＪＫは一切の責任を
負わないものとします。 

 
第５条(保守サービスの内容) 

保守サービスの内容は以下の通りとします。 
(１)対象商品に対し、プログラムの修正や改良を行っ
たリビジョンアップ版の無償提供。 

(２) 対象商品に対し、新たな機能の追加などバージョ
ンアップを行った製品の特別価格による提供。 

(３) E-mail、FAX による操作方法に関する質問に対す
る回答。 

(４) 対象商品の最新版に瑕疵があれば、その訂正に努
力を尽くすものとします。ただし、すべての誤りの
完全な訂正を保証するものではありません。 

(５) ＯＳ、ネットワーク環境、ハード環境(コンピュ 

ータ、プリンタ等)、ドライバ等に関する質問、お
問い合わせ等は、保守サービスの対象外とします。 

(６)プログラムのセットアップ、環境設定、導入教育
(操作指導)は、保守サービスの対象外とします。 

(７)対象商品がインストールされたコンピュータの
OS 及び前提ソフトウェアが保守サービス実施時点
においてその製造元によりサポート対象外となっ
ている場合は、保守サービスの対象外とします。 

 
第６条(現地出張サービス) 

ＮＪＫの技術者による現地出張サービスが必要な
場合、ＮＪＫはＮＪＫ所定のサービス料金及び交通
費、宿泊費などの実費をお客様に請求するものとしま
す。 

 
第７条(解約) 

お客様は、ソフトウェア保守契約を途中で終了す
ることはできません。 

２ 以下のいずれかの事項が発生した場合、ＮＪＫは保
守サービスをお客様に対する通知なしに終了するこ
とができるものとします。 
(１)お客様がソフトウェア保守サービス約款(以下
｢本約款｣といいます)の条項又はプロダクト使用権
許諾契約の条項に違反し、是正しない場合。 

(２)お客様としての義務を果たせないとＮＪＫが判
断した場合。 

３ 前項により保守サービスが終了された場合、本約款
期間が残存している場合でも本約款に基づくお客様
の権利は失効し、ＮＪＫは残存期間に応じた保守サー
ビス料の払い戻し等の一切の金銭の支払いを行いま
せん。 
 

第８条(機密保持) 
お客様及びＮＪＫは、保守サービス遂行上知り得

た相手方の業務上及び技術上の機密情報を保守サ
ービスの対象期間はもとより、期間終了後も相手方
の書面による事前の承諾なくして第三者に永久に
漏洩してはならないものとします。ただし、機密情
報受領当事者の責に帰すことができない事由によ
り公知となった情報についてはこの限りではない
ものとします。 

 
第９条(保証) 

ＮＪＫは、本約款に基づいて提供する保守サービス
についていかなる保証も行うものではありません。 

 
第10条(責任の制限) 

ＮＪＫは、保守サービスに関して、いかなる場合に
おいてもお客様その他の第三者に生じた一切の損害
に対して、その発生原因・理由を問わず一切責任を負
いません。 

 
第11条(協議事項) 

本約款に定めのない事項あるいは保守サービスの
履行について疑義の生じた場合、お客様とＮＪＫは
誠意をもって協議し解決に努力するものとします。 

 
第12条(合意管轄) 

本約款から生じる一切の権利義務に関する紛争の専
属的合意管轄裁判所は、東京地方裁判所とします。 

以上 


